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POSレジでの清算結果を「部屋付け」として処理する事ができます

通常のレジ操作で
売上を計上します

この伝票を部屋付け
として清算したいとい
うリクエストが宿泊者
からあった場合に「部
屋付け」ボタンを押し
ます

＠レジ画面
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Welcomeのデータベース
と連動し、その時点での
チェックイン一覧が呼び
出されます

部屋番号や名前から、目
的の顧客を選択し、処理
を確定します
（ページ５へ） 部屋番号や氏名以外の

更に詳しい情報もレジか
ら直接照会できます
（ページ４参照）

リアルタイムで連動しています
まだチェックインしていない顧客や
既に清算済み（チェックアウト）の顧客は表示
されませんので、間違いを防げます

＠レジ画面
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部屋番号や氏名以外の更に詳しい情報もレジから直接照会できます

その時点での売り上げ計
上金額を表示しています

顧客ランク等の詳細情報
を表示しています

Welcomeの操作員（フロ
ント担当者）へ伝言を伝
える事も可能です

＠レジ画面
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部屋付けが確定すると
売上区分や顧客名が
更新されます

以上POSでの操作は「部屋付けとしての清算先」を「チェックイン者」から選ぶ以外は、通常のレジ操作と変わりありません

＠レジ画面
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操作内容はただちに「Welcome側」へ反映されています

操作履歴には「POSでの
売り上げ計上である事」
が残されています

Welcome画面
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請求書の作成はWelcome側で思いのまま

POSで計上された売上科目です
これだけを２枚目の請求書に計
上する事も可能です

Welcome画面

請求書を２枚に分
けようとしています

１枚目には「宿泊
科目」のみ計上

POSで「部屋付け清算」された科目は、Welcome側で自由に取り扱う事ができます
例えば、請求書を複数枚に分割し、宿泊費とPOSでの清算を別々に扱う事も簡単にできます
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科目の連動も自由にカスタマイズできます

Welcomeと＠レジの間で、必ずしも同じコード体系とは限りません
例えばフロント（Welcome）では若いコードに宿泊科目を割り当てて使いたいけれど
レストラン（POS）では若いコードはランチかもしれません
そういう場合も、コードの連携を自由に設定可能です

ＰＯＳ
001 ハンバーグ
002 カツカレー

Ｗｅｌｃｏｍｅ
001 室料１
002 室料２
100 ハンバーグ
101 カツカレー

また・・・
＠レジでの細かなメニュー分割を、Welcomeでは必要しない場合も考えられます

ＰＯＳ
001 ハンバーグ
002 カツカレー

Ｗｅｌｃｏｍｅ
001 室料１
002 室料２
100 レストラン飲食
200 売店利用

以上のような設定であれば、すべてのメニューを合算計上しWelcome側では「レストラン飲食」として取り扱われます


